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1　はじめに
　本COEプロジェクトのホームページ上で「お知らせください」という見出しのもとに、「日印
協會々報」第1-8号の所在をご存知の方は事務局または日印協会への連絡をお願いするキャン
ペーンを行ってきたが、幸いなことに最近その存在を発見・確認することができたので、その経
過と確認された資料の概要について、以下に簡単ではあるが取急ぎ報告させていただきたい。
2　これまでの資料存在状況
　日本とインドの政治・経済・文化交流史を調査研究する際に多くの重要な歴史的資料があるが、
戦前期に刊行された雑誌の中ではその代表的なものとして「日印協會々報」、「印度甲谷陀商品館
館報」（後に「日印協會甲谷陀日本商品館館報」と改題）、「綜合インド月報」をあげることができよう。そ
のなかでも「日印協會々報」（以下「会報」）は、これまで第1-8号の所在が確認できず、その他の所
蔵が確認されたものについても、特に初期のものはあちこちの図書館に散在し、調査・研究の際
に実物に接しようとすると、各地のいくつもの図書館を訪問しなければならにないという、研究
者にとって事実上全号に目を通して利用することは不可能な状況にあった。
3　日印協会の所蔵状況
　発行機関の日印協会は今年創立百周年を迎えたが、日印交流史の中で日本側民間窓口の代表的
存在として良く知られている。その長い歴史のなかで「会報」は大きな役割を果たしてきた。と
ころが現在ではその協会の所蔵資料のなかで特に初期の号が揃っていない。関東大震災と第二次
世界大戦との二つの災害によって相当の量が失われたためである。
　そこで今後の日印関係史研究のためのインフラを整備しておくために、同協会と本COEプロ
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ジェクトが協力して不明号の発見に努めるとともに、研究者の利用の便を図るために資料の保
存・整備も考えてみようということになった。同協会は今年創立百周年を迎えていたし、本プロ
ジェクトも昨年秋に発足したので、今年春から双方の間で話合いがもたれて、マイクロフィルム
による保存・利用を目指して協力して行くことで合意が成立した。
4　主要図書館の所蔵状況調査
　同協会の所蔵状況と東京外国語大学附属図書館の所蔵状況を最初に調査し、次に他の図書館・
機関における状況も順次調査してみたが、その結果はかなり厳しいものであった。概して初期
のものほど所蔵図書館の数が少ないという状況が見られた。大学・専門図書館の所蔵状況を調
査するのに現在もっとも有力な手段として利用できるのは、国立情報学研究所のデータベース
NACSIS Webcatで、これはメンバー図書館が自館の所蔵資料を登録することによって巨大な総合
目録を形成している。データベースの内容は日々変化・拡大し、充実していくという基本的長所
をもっている。このようなシステムの利点はあるにしても、少なくとも過去5～ 6年間、｢會報｣
の第1号から第8号まではどこにも所蔵されておらず、第9号から第15号あたりまでは各地の少
数の図書館にのみ散見されるという状況にあまり変化は見られなかった。
　このシステムに参加していない最大の図書館である国立国会図書館をはじめ、東京都立図書館
群、戦前からの歴史を持ついくつかの図書館などにも調査の輪をひろげてみたが、結果は変わら
なかった。また戦前から日印間の貿易に長期に従事してきた個別企業、商社、紡績協会など経済
関係機関・団体、旧帝大・高等商業学校、東京市政調査会など多くの戦前資料をもっている図書
館でも発見することができなかった。
　日印協会でも戦前からの関係者の方々に情報を求めたり、関係の企業・団体・図書館に問合わ
せるなど、協会独自の努力を続けてこられたが、これにも朗報は返ってこなかった。
　そこでCOE事務局ではこの春からホームページを通じて第1-8号の所在についての情報提供を
呼びかけたが、はかばかしい反応はなかった。壁に突き当たったような状況のなかで、ある図書
館の友人から発想を転換してこれまで対象としてこなかった種類の図書館を調査したらどうかと
の助言を与えられた。そこで前々から気になっていた仏教関係の図書館に調査の対象を広げるこ
とにした。
　仏教関係図書館は日印関係の歴史のなかでは独自の位置を占めている。仏教の日本伝来以来、
ある意味ではインドと最も長く深い関係をもっている図書館群ということができるが、所蔵資料
の特性ゆえにかえって専門外の者にはなじみが薄いという傾向も認められる。概して各々の図書
館の蔵書内容をインターネットなどを通して調べることも難しい。
5　成田山仏教図書館での発見
　6月上旬成田山仏教図書館に電話で問い合わせたところ、応答に出てこられた総務課長櫻井正
明氏は早速調査してくださり、「会報」第1-17, 19-33号が同図書館に存在することが確認された。
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この図書館は1902年に成田図書館の名のもとに設立され、市民に開放された日本の公共図書館
の草分け的な存在で、関東大震災や第二次大戦の戦禍をまぬかれて存続を続けている。蔵書は公
共図書館的な広い分野の資料をカバーしていると同時に、成田山新勝寺附属の仏教図書館として
の専門性も持っている。約50万冊の貴重な資料が所蔵されて大切に保存・閲覧されている。冊
子目録とカード目録があり、所蔵資料に関するデータベースも館内では利用できる。約百年の蓄
積を誇る蔵書のなかには、活用を待つ貴重資料が多いものと考えられる。
　そこで7月2日に日印協会常務理事佐々木隆雄氏、本COE代表者藤井毅教授、及び筆者が訪ね
て桜井氏に面会した。「会報」を実際に見させていただき、複写の可能性をふくめて今後の協力
を依頼し了承を得た。
　以下に初期の号を中心に印象的ないくつかの記事・内容について紹介したい。全体を通しての
調査ができていない段階にあるので、報告の内容は限定されたものであることをお断りしておき
たい。
6　協会の設立と｢会報｣創刊号の発刊
　日印協会は明治36年12月（1903）に創立されたが、「会報」第1号が発行されたのは明治42年8
月（1909）である。A5版ほどのサイズで31頁。創刊号巻末の「経過累説」を一部引用すると、
「明治三十五年九月、嘗て印度に遊び、又は印度
の事情を研究せんとする人々二十余名、本邦在留
印度人と相謀り日印倶楽部を組織したるものを本
協会の創めとす、其後明治三十六年十二月其規模
を更め日印協会と改称し故子爵長岡護美氏会長に
当られ、子爵の訃後明治三十九年八月、大隈伯爵
会頭の任に当ることを諾せられ、爾来伯の指導及
び顧問英国大使サー・クロード・マクドナルド氏
の翼賛により今日に到れり。……」
　協会のスタートから「会報」の発刊までに約6
年が経過している。これは準備期間とみなすべき
であろうか。その創刊号の目次を紹介すると次の
通りである。
　巻頭の＜論説＞欄は、大隈重信「経済的日英同
盟」、渋沢栄一「印度棉花輸入及び孟買航路の起
源」、吉田壽信「印度に於ける欧州列国の商品販
売方法」。＜資料＞欄として、「印度在留本邦人職日印協会　創刊号
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業別［人口統計］」、「注目すべきマンガン鉱石」、「時計は
前途有望なり」、｢非難多き日本マッチ｣、「印度市場に於
ける日本製メリヤス」、「印度人職業別［人口統計］」、「印
度の言語」、「印度の宗教」、「日印貿易輸出入累年表」、「日
本及列国の印度貿易に於ける位置」。＜雑報＞欄は、「日
本に於ける印度留学生の現状」、「東京外国語学校の印度
語」、「本邦在留印度商館」、「印度駐在本邦領事館」、「印
度に在る本邦人商店」、「印度留学中の本邦人」、「印度佛
像の渡来」、「印度商人の委托販売希望」、「ヴィクトリヤ
植物園長とアジミール郵便局長の来朝」。＜会報＞欄は、
「経過累説」、「会計報告」。その他役員リスト、会員名簿。
　大隈重信と渋沢栄一は協会の運営に長く関わり、重
要な役割を果たしたようである。特に大隈はしばしば論
説を発表し、日英同盟という枠組みのなかで展開される
日印関係の持つ政治経済的な意味の特異性と困難性を十
分に意識し、中心に立って舵取りを勤める役割を自らに
課していたように思われる。1922年に会頭の地位にありながら没するまで多数の論説を発表し、
また誌上の各種情報を見ると印度からの来訪者の接受に精力的に活躍していたことが多くの記事
から伺える。大隈の晩年の活動のなかで協会関係の仕事が占める割合は相当に大きなものであっ
たようだ。
　役員の中には印度人ジェー・エダルジイ、ジェー・バナジイの2名、印度研究者の南條文雄、
高楠順次郎、姉崎正治など。経済人、政治家、とならんで研究者の役割が比較的大きかったよう
で、「会報」に文化的・学術的な記事が多く掲載されたことと関係がありそうである。会員名簿
によれば会員総数130余名、中に7名のインド人と思われる名前が見られる。
7　英文号
　この雑誌の際立った特徴のひとつは、国内だけではなく海外の読者も意識して、英文号をしば
しば発行していることである。戦前に発行された88号のうち、第5, 7, 9, 11, 13, 15, 17, 20, 22, 24, 
26, 28, 30, 32, 34, 36, 41号（1911-1927）は完全な意味での英文号で、明らかにインドをはじめ各地の
英語読者を意識して作られている。当時東京で英文号をこのようにしばしば発行するには相当な
体制とスタッフを必要としたに違いないが、その間の事情については今後の研究を待ちたい。
8　記事内容の特徴
　日印間の経済関係が主要な部分を占めるが、政治・文化・人的交流などにも相当な注意を払い、
関連の論文・記事が多く見られる。地域的には英領インドが中心になるが、併せてセイロンや東
大隈重信
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南アジア地域についても相当量の記事が見られる。また日印間の問題に関する国際的な反応・評
価も敏感に伝えている。
　大隈重信はしばしば巻頭に論文を発表し、その時々の日本側の政策を内外に示すという強い意
欲を一貫して持っていたことが伺われる。
　人物の往来やインドにおける政治経済などのニュースが丹念に掲載されているので、歴史を見
る上では生きた情報を直に読む思いがある。日印交流史の豊富な情報源ということができよう。
　1914年の「駒形丸事件の経過」は第10号に登場するが、約3頁の記事の内容は駒形丸がバン
クーバーを離れるところまでで、それ以後の経過については言及が見当たらないようである。さ
らに詳しい調査が必要であろう。
　平井金三（龍華）「日本語はアリアン語なり」の連作論文が掲載されている。平井は初期からの
会員であり、一時期協会の役員でもあった。これをめぐってかなりの論争があったことが文面か
ら推測できる。
9　インド人などによる記事・論文
　インドで最初に経済計画を提示したM. ヴィスヴェスヴァラヤの「The Relation Between India 
and Japan」（第26号）、「現代印度概観」（第31号）、「印度に於ける農村の復興」（第51号）、ラジパット・
ライ「印度政界の現状」（第37号）、C. F. アンドリュース「印度の阿片問題」（第44号）、｢ネルー自
伝｣（第71-84号、14回連載）など、インド人などの著作も多く掲載されている。これらは時代の雰囲
気をよく伝えるものであったが、同時に日本人のインド認識形成に寄与した情報のひとつの流れ
を示してもいる。
10　人物紹介
　タゴールに関するまとまった紹介記事が登場するの
は、彼がノーベル文学賞を受賞した翌年（1914）の第8
号である。早稲田大学教授内ヶ崎作三郎「印度の大詩
人ラビンドラナース・タゴール」には「……これ独り
印度の名誉のみならず亜細亜の名誉である。されば今
後大いに現れんとすべき亜細亜の精神的指導者の一人
として……」と紹介されている。これは以後長く日本
に紹介され影響を与えてきたタゴールに関するごく初
期の作品といえよう。
　ガンディーやネルーの動静や、独立運動関係の記事
もしばしば見られる。
ボース来日
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11　インドからの訪問者、留学生
　創刊号はインド人留学生についてこう伝えている。「十年以前始めてクルカニ氏の印度より日
本に留学したるを最初とし、以来毎年印度各地より留学生其往来を絶たず、多き時は東京だけに
ても五十名以上に達したるが現今はや々其数を減じ去る七月末の調査には東京に二十七人、大阪
に五人、京都に三人、札幌に一人都合三十六名にて、内ベンゴール州よりの留学生は其大部分を
占め、其他はバロダ州、マドラス州及マイソール州等よりの学生にして、学校は東京高等工業学
校及び東京及京都帝國大学サッポロ農科大学にして、学校に入らざる学生は皆各種の工場に於て
見習ひつ々あり……」
　インドからの訪問者や留学生に関する記事は以後度々現れる。
12　経済統計資料
　通商上の統計は日本政府やインド政庁・英本国作成のものがかなりの時間的速さで、かつ相当
に詳細な内容のものが提供されている。当時としては便利な情報内容であったと思われる。また
個々の商品や製品に関する情報や統計が頻繁に紹介されている。東南アジア地域もカバーされて
いて、｢会報｣の守備範囲が実際にはインドのみならず、東南アジア地域も視野に入れていたこ
とがわかる。
13　「東京外国語学校」に関する記事
　「東京外国語学校印度語科にはヒンドスタニとタミルの二科あり前者はProf. Barakatullah
　後者はProf. Sundaram教授の任に当り課程は一ヶ年にして卒業生及在学生左の如し。
種類　　　　　　　　　卒業生（明治四十二年三月　第一回）　　　在学生（明治四十二年四月入学）
ヒンドスタニー語科　　　　　　　一二人　　　　　　　　　　　　　　八人
タミル語科　　　　　　　　　　　　四人　　　　　　　　　　　　　　一人
　第一回卒業生氏名　　　　（アルハベット順）
　　　赤羽宇重氏、阿満得壽氏、稲見憲吉氏、金村貞太郎氏、野口一三郎氏、小栗明氏、
　　　大澤友吉氏、鷹屋祐摂氏、武関久壽氏、上田孝三氏、鵜飼仙之助氏、山室廉吉氏　
　　　（以上ヒンドスタニー語科）
　　　秋元善蔵氏、三宅正氏、田中俊三氏、柳田光之助氏　（以上タミル語科）」（創刊号）
　これ以後も現在の東京外国語大学の前身である、東京外国語学校印度語科に関してはかなりの
頻度で情報が伝えられる。教官の任命などに関する記事も散見される。
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14　誌名の変遷と刊行頻度
　明治42年8月の第1号から昭和19年11月の第88号まで、概して年に2~3回、時には4回とい
うペースで刊行された。戦後には昭和24年12月から昭和27年7月まで、「日印経済協会会報」と
いう誌名で、21号が発行された。発行頻度は一定でない。第21号は活版印刷であるが、それ以
外は謄写版である。このバックナンバーは現在日印協会でのみ所蔵が確認されている。戦後の紙
質の良くない時期の印刷物なので一部は相当に痛んでいる。これもマイクロフィルム化作業が行
われる予定である。
　昭和27年12月から昭和29年2月にかけて、「日印協会会報」が復刊され、7冊が刊行された。
これまでをもって「会報」の歴史に区切りをつけて考えることにしたい。さし当ってはマイクロ
フィルム化も上記の時期について行うことを考えている。その後日印協会は「印度 India」とい
う雑誌を発行するが、今回の報告ではこの雑誌は取り上げない。
15　今後の課題
　今後どのような形での保存し、利用の方法を具体化するかについては、日印協会と本COEと
の協議を経て決定されることになるが、現在の段階では35ミリマイクロフィルムによる保存・
利用を中心として検討している。また掲載されている主要論文・記事に関する索引の作成も検討
してみたい。
　秋までにはマイクロフィルム化の作業を完了させ、出来るだけ早く利用ができるような方法を
講じたいと考えている。そしてこれらの資料を利用した新たな調査・研究の成果が出現すること
を期待したい。
　なお前述した「印度甲谷陀日本商品館館報」第1-112号（1927-1937）についても、全号の確認が
できているので上記の「会報」と同じような方法で、利用に供することができるものと考えてい
る。
　これまでいろいろな形でご援助いただいた方々に心から感謝するとともに、今後の更なるご協
力をお願いしたい。
